
２０２２年度（令和４度）協働のまちづくり推進事業報告書 

常石ともにまちづくり推進委員会 委員長 梶原 祐爾 

  (問合せ先) ０８４－９８７－３８３９（常石交流館） 

事業内容 

（１）「育む」安心・安全① 防災啓発，防災倉庫点検，折りたたみ担架整備  

一斉避難訓練(要支援者対策)（１１月２７日） ３２０人 

（２）「育む」安心・安全② 交通・防火意識啓発（年５回）実施 登下校見守り活動（課業日）  

             おでかけ支援事業(買物支援週４日他) 

（３）「培う」繋がり①     新成人を祝う会(８月１３日) 常石公民館 ３３人 

             つねいし交流広場(１０月２２日) 常石ともに学園 ６５０人 

（４）「培う」繋がり②   敬老会（９月１８日） 常石ともに学園 中止 絵手紙交流 ２９７人 

             親子夏まつり(８月２０日) 常石公民館 ４００人・親子クリスマス会(１２月

４日) 常石ともに学園 ４００人………事業サポート・スタッフとして参画 

（５）「引き継ぐ」技と知識 さをり体験塾（７月～１２月）常石公民館 延べ３７人  

子どもチャレンジ（１２月２４日）常石公民館 ２２人 クリスマスケーキづくり 

          トライウォーク・まちづくり研修の世代間交流 中止 

（６）「果たす」みんな一役① 環境美化活動（４月～３月） 学区内一円                

地域内一斉古紙回収（リサイクル）（４月～３月）延べ約２００人 

地域内春季一斉清掃（５月８日）約３１０人，花いっぱい運動 

（７）「果たす」みんな一役② まちづくり広報活動（年１２回 Ａ３両面 発行総数 ８,８００部）   

（８）「図る」地域連携による活性化① 沼隈町駅伝大会（１月１５日）沼隈運動場 スタッフ５６人 

（９）「図る」地域連携により活性化② 人・まち・ふくしマルシェ 2022 

（１１月１３日）沼隈支所 ３,０００人 

（10）「支える」委員会活動 推進委員会運営事業  

（年１１回 委員会１８０人，年１１回 例会２９７人） 

成 果 

 コロナ禍３年目，ウイズコロナ・アフターコロナを意識した，工夫を凝らした企画や事業運営の方法を考え

ながら，事後展開に頭を悩ませた一年だった。そんな中で，関われる部分ごとにそれぞれの人が，スタッフと

して参画する新しいカタチのふれあい事業「つねいし交流広場」を持つことができた。 

課 題 

 超少子高齢化時代を迎え，地域にまちづくりの担い手が減っているなか，これからの「まちづくり」は，ど

うあるべきかを意識しながら，みんなで知恵を出し合っていくことが求められる。 

課題解決にむけ 

次代を担ってくれるリーダーを育てるため，常石ともに学園に他地域あるいは移住して通学している児童の

保護者の方達にもスタッフに加わってもらい，継続可能なコミュニティのあり方を模索していく。 



地域と創る新たなカタチのコミュニティ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開校した学校とともに 

2022 年（令和 4 年）４月 1 日，常石地域に，公立学校では初めてのイエナプラン実践校

「常石ともに学園」が開校しました。同校は，希望者が選べる学校で，児童は全国各地より集

まりました。まちづくり推進委員会では，学校と連携し，より多くの人がスタッフとして関われる

新しいカタチのコミュニティづくりを模索しています。 

 

記念碑の除幕 

 

沼隈町常石 213   
E-Mail 

tsune ish i-kouminkan 

@c ity . fukuyama.h i rosh ima . jp  

エアーアーチでお出迎え!!  
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